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 はじめに 

 

 厚生労働省委託事業の感染症流行予測調査は，集団免疫の

現況把握及び病原体検索等の調査を行い，各種疫学資料と併

せて検討し，予防接種事業の効果的な運用と長期的視野に立

った疾病の総合的な流行予測を目的として実施されている． 

 平成 27 年度感染症流行予測調査実施要領 1) に基づき，埼

玉県では風しん感受性調査を実施したので，その調査結果に

ついて報告する． 

 

材料及び方法 

 

 平成27年8月25日～27日にさいたま市内の献血ルームに

献血に来た180名の血清を検体とし，風しんHI抗体価を測定

した．併せて年齢，性別，ワクチン接種歴について聞き取り

を実施した．風しんHI抗体価は，指定された術式 2) に従い，

抗原は風しんウイルスHA抗原（デンカ生研）を使用し測定し

た． 

 検体及び情報に関しては，供血者に本事業の説明と協力の

依頼を口頭及び書面で実施し，同意を得られた場合に，調査

に供した．未成年者については本人及び保護者の同意を得た． 

 

結果及び考察 

 

 180名（男性104名，女性76名）の検体について，実施要

領に基づく年齢階級別の風しんHI抗体測定結果を表1及び表

2に示した． 

 8倍以上の風しんHI抗体保有率（以下抗体保有率）は男性

85.6%,女性 90.8%で，男性よりも女性のほうが高かった．20

歳以上の年齢階級の抗体保有率（男性85.6%，女性92.0%）に

ついて，平成 25年度の流行予測調査結果 3) による全国の 20

歳以上の抗体保有率（男性88.0%，女性95.7%）と比較すると，

埼玉県では男女ともにやや低い傾向であった. 

 

 今回の調査では，男女ともに40歳以上の年齢階級の検体数

が全体の6割～7割を占めており，その他の年齢階級の検体数

が少ないため，年齢階級で抗体保有率に差があるか検討する

ことは困難であった．  

 予防接種歴別の風しんHI抗体価測定結果を表3及び表4に

示した．予防接種歴は，麻しん風しん混合ワクチン又は風し

んワクチンの接種歴が 1 回以上あると回答した場合を「有」

とした．男女ともに，予防接種歴は「不明」が半数以上を占

めていた．このため、予防接種歴により抗体保有率に差があ

るか検討することは困難であった．しかしながら，予防接種

歴が「有」と回答した者の中にもHI抗体価8倍未満の者が数

名おり，免疫を保有しているだろうと思いながら実は十分な

免疫を持たないでいる者が一定割合存在する可能性が示唆さ

れた.この原因としては，予防接種後の時間経過による抗体価

の低下や予防接種歴に関する記憶の不確かさなどが考えられ

た. 

 厚生労働省は，HI抗体価8倍未満について予防接種を推奨

している 4)．さらに，妊娠を希望する女性や十分な免疫を保

有していない妊婦の同居者など，より確実に予防を行う必要

がある者については，HI抗体価8倍及び16倍についても予防

接種を推奨している．今回の調査では，HI抗体価8倍未満は

12.2%（男性14.4％，女性9.2％），8倍及び16倍は11.7%（男

性10.6％，女性13.2％）存在した. 

 平成 24年から 25年にかけての都市部における風しんの流

行は，患者の多くが成人男性であったと報告されている５)．

その後の風しん流行は抑えられているが，海外から持ち込ま

れるリスクもあることから，定期予防接種の対象とならない

年齢層についても，適切な時期に抗体価測定や予防接種の機

会が得られることが望ましいと考える. 
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表１　風しんHI抗体測定結果　(男性　n＝104）

8倍未満 8倍 16倍 32倍 64倍 128倍 256倍 512倍 1024倍

Total 15 1 10 11 20 25 16 5 1 85.6 104

（％） 14.4 1.0 9.6 10.6 19.2 24.0 15.4 4.8 1.0

20-24 1 1 1 100.0 3

25-29 1 1 3 3 87.5 8

30-34 1 2 2 1 1 85.7 7

35-39 1 1 3 5 2 1 92.3 13

40- 12 5 9 15 15 12 4 1 83.6 73

表２　風しんHI抗体測定結果　(女性　n＝76）

8倍未満 8倍 16倍 32倍 64倍 128倍 256倍 512倍 1024倍

Total 7 1 9 16 17 11 13 0 2 90.8 76

（％） 9.2 1.3 11.8 21.1 22.4 14.5 17.1 0.0 2.6

15-19 1 0.0 1

20-24 3 4 3 100.0 10

25-29 1 1 1 1 75.0 4

30-34 1 2 3 1 1 100.0 8

35-39 1 2 1 100.0 4

40- 5 1 5 10 10 6 11 1 89.8 49

表３　予防接種歴別風しんHI抗体測定結果　(男性　n＝104）

8倍未満 8倍 16倍 32倍 64倍 128倍 256倍 512倍 1024倍

Total 15 1 10 11 20 25 16 5 1 85.6 104

（％） 14.4 1.0 9.6 10.6 19.2 24.0 15.4 4.8 1.0

有 3 2 2 2 5 4 1 84.2 19

無 1 1 2 3 1 2 1 90.9 11

不明 11 1 7 7 15 19 10 3 1 85.1 74

表４　予防接種歴別風しんHI抗体測定結果　(女性　n＝76）

8倍未満 8倍 16倍 32倍 64倍 128倍 256倍 512倍 1024倍

Total 7 1 9 16 17 11 13 0 2 90.8 76

（％） 9.2 1.3 11.8 21.1 22.4 14.5 17.1 0.0 2.6

有 2 1 3 5 4 2 3 2 90.9 22

無 2 2 3 3 1 3 85.7 14

不明 3 4 8 10 8 7 92.5 40

年齢階級
HI　抗体価　 8倍以上

（％）
計

年齢階級
HI　抗体価　 8倍以上

（％）
計

予防接種歴
HI　抗体価　 8倍以上

（％）
計

予防接種歴
HI　抗体価　 8倍以上

（％）
計


